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宛先　●●（社長）様
日本食品関連産業労働組合総連合会

会長　渡邉　和夫

●●労働組合
委員長　●●
フード連合「食の安全･安心」強化月間活動の

ご理解とご協力のお願い（雛型）
フード連合は、「食の安全・安心」への取り組み強化と運動の底上げを図るために、毎年6～7月を「食の安全・安心」強化月間と位置付け、意識啓発や職場点検活動等に取り組んでいます。本年度も継続して取り組んでいきますので、ご理解・ご協力を頂きたくお願い致します。
1．背景及び目的
昨今、産地偽装などのＪＡＳ法に基づく品質表示基準違反は年々増加し（2009年度118件発生：農林水産省公表）、特に加工食品において、その増加傾向は顕著です。更に、国産・輸入食品の残留農薬やカビなどの品質事故も含めるとより多くの問題が発生していることになります。この様な状況が続いているため、消費者・社会からの食品に対する不信はずっと高まったままです。そして、表示偽装などの食品偽装を行った企業の多くは、結果として企業経営に深刻な影響を与え、場合によっては倒産に至るケースもあります。

私たち組合員が日々感じる「これで大丈夫だろうか」「これっておかしくないか」「社内ルール通りに行っている！」などのチェック機能がまさに企業の生命線であり、私たちの雇用や労働条件、生活の安定に繋がっていくと考えております。
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食品関連産業の組合員約10万人の組織であるフード連合の活動の柱の一つである「食の安全・安心」の確保のために、フード連合加盟全単組による食の安全確保に向けた啓発・点検活動を通じて、安心して働き続けられる職場の維持、実現を図るとともに、消費者に安心して食べられる食品を届け、食品産業への信頼回復へ繋げていく一助にしたいと考えています。

2．具体的要請内容

労働組合の取り組みである『食の安全・安心 強化月間』活動に対する御理解をお願いするとともに、御協力をお願い致します。なお、具体的な活動は以下の通りです。

1 フード連合機関紙号外｢食の安全･安心特集号｣の配布（全組合員）
2 機関紙号外に記載されたアンケートの実施と回収（全組合員）

3 （その他、各単組独自の取り組みがあれば記載してください）
3．実施時期

２０１０年６～７月（各組織の実状に合わせ、適宜書き換えてください）

4．その他

この活動については、フード連合ホームページ（http://www.jfu.or.jp/）に掲載しています。
以　上
